
・ 双方向電源は、モーターを駆動する「力行」、制動・減速時の「回生」、どちらの方向でも動作が可能。

・ 「回生」された電力を3相200Vの構内ACに返せるので構内（社内）で再利用できる。

・ 熱エネルギーがほとんど発生しないため、空調（冷却）電力がとてもお得。

Application Note AP21JS-0022

モーター試験 ～逆起電力に対する保護回路が不要～
回生双方向直流電源は、モーターを駆動する力行（電力供給）と、制動時の回生（電力吸収）どちらにも対応す
ることができます。これにより回生エネルギーを電子負荷装置などの保護回路で消費せずに、構内電力まで
回生し、再利用することができます。
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回生電力を電子負荷装置で消費させると、放電する電力は全て

熱として排熱される。大容量のモーターやサイクル試験では、設

置場所の空調（冷却）のランニングコストも大きい。

回生双方向直流電源を使用すれば、シンプルでコンパクト

な構成で試験が可能！吸収した回生電力は、構内（社内）

に電力回生されるので、ランニングコストも大きく抑えら

れてエコロジーですね！
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